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質問事項 記述式回答

賃金の上昇及び設備投資の促進に
必要な取組について

�北海道および三陸の水産加工業界は、イカ・サバ・サンマ・サケ等の主力魚種が軒並み不漁で価格が高騰してお
り、企業収益は大変悪化しています。休業や廃業する企業も出てきており、人手不足の地域もありますが、賃金
上昇率を上げる余裕のあるところはごく限られていると思われます。��1

好調な企業収益や雇
用環境の改善に比べ、
賃金の上昇が緩やかと
なっている要因、また、
今後、賃金がさらに上
昇していくために、政府
はどのような取組を行
うべきか、お考えをご
教示ください。

２

好調な企業収益に比
べ設備投資に力強さが
欠けている要因、ま
た、今後、設備投資（機
械設備、構築物、研究
開発等）を一層促すた
めに、政府はどのよう
な取組を行うべきか、
お考えをご教示くださ
い。

�三陸の水産加工業界は東日本大震災後、国や県の手厚い補助を受けて施設・設備を復旧させることができまし
た。ただその設備が人手不足や原料不足により、充分活用できていないところも見受けられます。この復旧にか
かる一部自己負担分の返済も始まっており、今後の設備投資には慎重になる傾向が強いと考えます。��


